
芦屋町職員芦屋町職員のの
給与・定員管理給与・定員管理のの状況状況をを

公表します公表します

  ３．３．初任給の状況初任給の状況（令和５年４月１日現在）（令和５年４月１日現在）

区分
一般行政職 技能労務職

大学卒 高校卒 高校卒
芦屋町 185,200 円 158,900 円 151,900 円

国 185,200 円 154,600 円 －

　令和４年度決算統計調査と令和５年給与実態調査・
定員管理調査（4月 1日）の資料に基づき、芦屋町職
員の給与と定員管理などの状況を公表します。詳しく
は町のホームページで 4月末までに公開する予定です。

▽問い合わせ　人事係（☎２２３-３５７４）

職員数
（Ａ）

給与費 １人当たり
給与費

（Ｂ／Ａ）給料 職員手当 期末勤勉手当 計（Ｂ）
147 人 5 億 2746 万円 9859 万円 1億 8278 万円 8 億 883 万円 551 万円

②職員給与費の状況（令和４年度普通会計決算）

  １．１．総括総括（普通会計決算）（普通会計決算）

住民基本
台帳人口

（令和５年１月１日）

歳出額
（Ａ）

人件費
（Ｂ）

人件費率
（Ｂ／Ａ）

前年度の
人件費率

1万 3145 人 96 億 1839 万円 13 億 2844 万円 13.8％ 13.7％

①人件費の状況（令和４年度普通会計決算）

※普通会計とは、一般会計と給食センター特別会計のことです。
※�人件費には、特別職の給与や報酬、一般職の給料や諸手当のほか
に共済組合負担金などが含まれます。

  ２．２．平均給与月額の状況平均給与月額の状況（令和４年４月１日現在）（令和４年４月１日現在）

区分
一般行政職

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額
（国ベース）

芦屋町 41.0 歳 299,500 円 360,219 円 324,163 円
国 42.7 歳 323,711 円 － 405,049 円

※�平均給与月額とは、給料月額（基本給）と扶養手当、地域手当、
住居手当、時間外勤務手当などのすべての諸手当の額を平均した
もので、平均給与月額（国ベース）とは、国家公務員と同基準（時
間外勤務手当などは含まない）で額を平均したものです。

  ４．手当の状況４．手当の状況

支給割合
役職加算

期末手当 勤勉手当
2.40 月 1.90 月 5 ～ 15％

①期末手当・勤勉手当（令和４年度支給割合）

区分 勤続 20 年 勤続 25 年 勤続 35 年 最高
限度額

１人当たりの
平均支給額

自己都合 19.67 月分 28.04 月分 39.76 月分 47.71月分 10 万円
勧奨・定年 24.59 月分 33.27 月分 47.71月分 47.71月分 1839 万円

②退職手当（令和５年４月１日現在）

※�１人当たりの平均支給額は、令和４年度に退職した職員に支給さ
れた平均額です。

③その他の手当（令和５年４月１日現在） 

手当名 内容と支給単価
１人当たりの
平均支給年額

（令和４年度決算）

地域手当
（給料 + 扶養手当 + 管理職手当）
×支給割合（芦屋町：0％、福岡
市：10％、大野城市：6％）

 302,025 円

特殊勤務手当 徴税特殊勤務手当、
競艇場特殊勤務手当など  203,367 円

扶養手当 子 10,000 円
子以外 6,500 円 233,488 円

住居手当 借家 上限 28,000 円 245,114 円

通勤手当
公共交通機関  上限 55,000 円
自家用車など（2km 以上） 
 2,000 円～ 24,400 円

62,989 円

管理職手当  49,600 円～ 72,700 円 777,020 円
時間外手当 正規の勤務時間外の勤務 351,330 円

※�職員数は一般職に属する職員数で、休職者、育児休業者、派遣職
員を含みます。

  ６．職員数の状況６．職員数の状況（各年４月１日現在）（各年４月１日現在）

職員数（人） 対前年
増減数
（人）令和４年 令和５年

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議会 3 3 －
総務・企画 51 51 －
税務 11 13 2
民生 25 25 －
衛生 12 12 －
農林水産 5 5 －
商工 5 5 －
土木 14 14 －

計 126 128 2
教育部門 17 19 2

　小計 143 147 4
会
計
部
門

公
営
企
業
等

下水道 4 4 －
ボートレース 22 21 △ 1
その他 5 5 －

小計 31 30 △ 1
合　計 174 177 3

区分
部門

  ５．特別職の報酬などの状況５．特別職の報酬などの状況（令和５年４月１日現在）（令和５年４月１日現在）

区分 報酬 退職手当 期末手当
議　長 345,000 円

該当なし
 6 月期 1.40 月
 12 月期 1.40 月

（特別職加算 20％）
副議長 318,000 円
議　員 298,000 円

区分 給料 退職手当 期末手当

町　長 744,000 円 給料月額×
在職年数× 450/100

 6 月期 1.475 月
 12 月期 1.475 月
（特別職加算 20％）

副町長 621,000 円 給料月額×
在職年数× 300/100

教育長 581,000 円 給料月額×
在職年数× 240/100

事業管理者 562,000 円 給料月額×
在職年数× 240/100
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芦屋町公式ＬＩＮＥ

●
ミ
シ
ン
事
始
め

　
安
政
元
（
１
８
５
４
）
年
、ア
メ
リ
カ

の
ペ
リ
ー
提
督
が
、
第
13
代
将
軍
徳
川

家
定
へ
献
上
し
、
夫
人
の
敬す
み
こ子
（
篤あ
つ
ひ
め姫
）

が
使
用
し
た
ミ
シ
ン
が
、日
本
に
初
め
て

来
た
ミ
シ
ン
の
よ
う
で
す
。
民
間
で
は
、

ジ
ョ
ン
万
次
郎
が
母
親
の
た
め
に
購
入

し
た
の
が
、ミ
シ
ン
使
用
の
初
め
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

明
治
時
代
に
な

る
と
、
軍
服
や
貴

婦
人
の
ド
レ
ス
を

製
造
す
る
た
め
に

ミ
シ
ン
が
普
及
し
始
め
ま
し
た
。ミ
シ
ン

普
及
の
初
期
は
海
外
製
の
ミ
シ
ン（
特
に

シ
ン
ガ
ー
社
）
が
主
流
で
し
た
が
、徐
々

に
国
内
生
産
が
始
ま
り
ま
す
。

　

大
正
時
代
に
入
る
と
、
大
正
10
（
１

９
２
１
）
年
に
パ
イ
ン
裁
縫
機
械
製
作

所
（
現
、
株
式
会

社
ジ
ャ
ノ
メ
）
が

ミ
シ
ン
の
国
産
第

1
号
機
を
製
品

化
。
上
糸
と
下
糸

と
で
直
線
縫
い
を

す
る
「
小
型
手
廻

し
ミ
シ
ン
」 

の
量

産
が
始
ま
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ

の
当
時
の
国
産
ミ

シ
ン
の
品
質
は
決

し
て
良
い
も
の
と

は
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
昭
和
時
代
に
入
る
と
、よ
り
品
質
の
高

い
ミ
シ
ン
の
製
造
を
目
指
し
て
、昭
和
３

（
１
９
２
８
）
年
に
ブ
ラ
ザ
ー
工
業
創
業

者
の
安
井
兄
弟
に
よ
っ
て
、「
昭
三
式
ミ

シ
ン
」が
販
売
さ
れ
ま
す
。
麦
わ
ら
帽
子

の
縫
製
用
昭
三
式
ミ
シ
ン
は
、海
外
製
ミ

シ
ン
に
負
け
な
い
耐
久
性
を
持
ち
、利
用

者
か
ら
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。

●
戦
後
に
高
ま
る
ミ
シ
ン
需
要

　

家
庭
用
ミ
シ
ン
が
徐
々
に
普
及
す
る

中
、第
二
次
世
界
大
戦
の
開
始
と
と
も
に

家
庭
用
ミ
シ
ン
の
製
造
は
禁
止
さ
れ
、軍

用
ミ
シ
ン
の
み
が
製
造
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、終
戦
を
迎
え
る

と
、機
能
的
な
洋
服
を
手
作
り
す
る
人
や

洋
裁
を
仕
事
に
し
た
い
人
が
増
加
。そ
れ

と
と
も
に
、ミ
シ
ン
の
需
要
が
増
大
し
ま

す
。
昭
和
22
（
１
９
４
７
）
年
に
は
「
ミ

シ
ン
製
造
会
」
が
発
足
さ
れ
、国
産
家
庭

用
ミ
シ
ン
の
規
格
寸
法
が
初
め
て
統
一

さ
れ
ま
し
た
。
規
格
に
基
づ
い
た
国
産

家
庭
用
ミ
シ
ン
「
家
庭
用
Ｈ
Ａ
‐
１
型
」

が
、昭
和
23
（
１
９
４
８
）
年
に
製
造
さ

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、国
産
ミ
シ
ン
は
海
外
へ
輸
出

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、１
９
５
０
年
代
に

は
、国
産
ミ
シ
ン
の
輸
出
割
合
は
50
％
を

超
え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

１
９
６
０
年
代
ま
で
は
足
踏
み
式
ミ

シ
ン
が
主
流
で
し
た
が
、昭
和
39
（
１
９

６
４
）年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を

記
念
し
て
、ジ
ャ
ノ
メ
が
完
全
自
動
機
構

を
備
え
た
ミ
シ
ン
を
発
売
。重
量
も
従
来

の
半
分
の
軽
さ
に
な
り
、好
評
と
な
り
ま

し
た
。
１
９
７
０
年
代
に
入
る
と
、ミ
シ

ン
を
嫁
入
り
道
具
と
し
て
持
つ
人
も
多

く
な
り
、婚
姻
件
数
と
ミ
シ
ン
の
生
産
台

数
は
ほ
ぼ
同
じ
だ
っ
た
と
い
わ
れ
る
ほ

ど
で
し
た
。

　

昭
和
54
（
１
９
７
９
）
年
に
は
日
本

初
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ミ
シ
ン
が
登
場
し
、

針
の
動
き
や
さ
ま
ざ
ま
な
模
様
縫
い
が

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
に
よ
っ
て
可
能
に
。

現
在
で
は
、「
自
動
糸
調
子
ミ
シ
ン
」
や

「
刺
繍
機
能
付
き
ミ
シ
ン
」
な
ど
の
高
機

能
ミ
シ
ン
が
登
場
し
、趣
味
や
販
売
用
の

作
品
づ
く
り
な
ど
、家
庭
で
幅
広
い
用
途

に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

 
（
芦
屋
歴
史
の
里
）

紀

史

歴

屋

芦

行
そ
の
三
百
三
十
四

ミ
シ
ン
と
洋
服

温
か
さ
と
思
い
出
と
⑤

▼
こ
の
号
が
発
行
さ
れ
て
い
る
頃
ま

で
咲
い
て
い
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
2
月
は
波な

み
か
け懸
大
橋
の
山
鹿
側
の

麓ふ
も
とに
梅
が
咲
い
て
い
ま
す
。
せ
わ
し

な
く
生
活
し
て
い
る
と
通
り
過
ぎ
て

し
ま
い
ま
す
が
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
立

ち
止
ま
る
と
季
節
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
今
年
も
写
真
を
撮
り
に

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
那な

ぎ木
）

▼
９
ペ
ー
ジ「
す
く
す
く
育
て
あ
し
や

っ
子
」
今
回
の
テ
ー
マ
は
、子
ど
も
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
で
す
。親
に
似

た
の
か
、息
子
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
遊
ぶ

の
が
大
好
き
。
ま
だ
4
歳
な
の
に
と
、

あ
れ
こ
れ
心
配
し
て
い
ま
す
。ど
う
せ

見
る
な
ら
勉
強
に
な
る
も
の
が
良
い

の
で
、電
子
図
書
館
講
習
会
の
取
材
で

教
え
て
も
ら
っ
た
、絵
本
の
読
み
聞
か

せ
機
能
を
使
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま

す
。芦
屋
町
に
住
ん
で
い
て
図
書
館
の

利
用
者
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人
は
、

手
続
き
な
し
で
遠
賀
郡
広
域
電
子
図

書
館
を
利
用
で
き
ま
す
よ
。 

（
野
中
）

▼
あ
ら
た
め
て
、
二
十
歳
に
な
ら
れ

た
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
ま
た
、
紙
面
の
撮
影
に
協
力
し

て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
が
二
十
歳
の
時

は
、
北
海
道
の
大
学
か
ら
地
元
の
栃

木
に
1
日
か
け
て
帰
り
、
式
に
参
加

し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
久
し
ぶ

り
に
再
会
し
た
仲
間
と
の
喜
び
は
今

で
も
忘
れ
ま
せ
ん
。
輝
か
し
い
未
来

へ
進
ん
で
い
く
皆
さ
ん
の
今
後
の
活

躍
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

（
手
塚
）

編

集
後
記

株式会社ジャノメのミシン
エンブレム

シンガー社のミシン
エンブレム

小型手廻しミシン
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